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※共同演者の氏名は抄録をご確認ください

4月 21 日（木）第 11会場

大腸 その他 9：00～9：50
座長：岡 政志（埼玉医科大学総合医療センター消化器・肝臓内科）
O-001 潰瘍性大腸炎に対する抗菌剤併用便移植療法の治療効果に関わる要因の検討

（順天堂大学医学部消化器内科）野村 慧（のむら けい）

O-002 肥満を伴う大腸腺腫患者における腸内細菌叢の解析
（山形大学医学部内科学第二（消化器内科学）講座）堺 貴之（さかい たかゆき）

O-003 大腸腺腫患者および大腸癌患者における生活習慣病の罹患率
（青森労災病院消化器内科内視鏡科）木村 聖路（きむら せいじ）

O-004 大腸 ESD 症例における Clavien-Dindo 分類 gradeIII 以上の術後偶発症の検討
（福島県立医科大学会津医療センター小腸大腸内科）中島 勇貴（なかじま ゆうき）

O-005 経皮的冠動脈形成術後の抗血栓薬内服患者における消化管出血の現状
（大阪医科薬科大学附属病院第二内科/第一東和会病院消化器内科）佐々木 駿（ささき しゅん）

大腸 IBD，Bio 9：50～10：40
座長：中村 志郎（大阪医科薬科大学第 2内科）
O-006 Crohn 病の各種臨床病変の改善度からみた抗 TNFα 抗体製剤の治療効果

（横浜市立市民病院炎症性腸疾患科）杉田 昭（すぎた あきら）

O-007 潰瘍性大腸炎に対するベドリズマブの長期有効性と評価ポイントの検討
（順天堂大学消化器内科）芳賀 慶一（はが けいいち）

O-008 ウステキヌマブ 8 週寛解維持療法のクローン病患者は 12 週に延長可能か？（CD-EXTEND
study 中間解析）

（埼玉医科大学総合医療センター消化器・肝臓内科）加藤 真吾（かとう しんご）

O-009 潰瘍性大腸炎に対する golimumab 治療薬物モニタリングの意義
（大阪医科薬科大学第二内科）柿本 一城（かきもと かずき）

O-010 最長 4 年を経過した潰瘍性大腸炎治療における Golimumab 長期有効性の再評価
（久留米大学医学部内科学講座消化器内科部門/久留米大学病院炎症性腸疾患センター）

吉岡慎一郎（よしおか しんいちろう）
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大腸 IBD，バイオマーカー 10：40～11：30
座長：猿田 雅之（東京慈恵会医科大学内科学講座消化器・肝臓内科）
O-011 クローン病に対する Ustekinumab の効果予測バイオマーカーの検討

（大阪市立大学医学部附属病院消化器内科）奥田 博朗（おくだ ひろあき）

O-012 Infliximab failure 難治性潰瘍性大腸炎における Infliximab への反応の後続治療への影響
（東京医科歯科大学消化器内科）齊藤 詠子（さいとう えいこ）

O-013 潰瘍性大腸炎患者における抗 TNFα 抗体製剤無効後の製剤選択
（千葉大学医学部付属病院消化器内科）金山 健剛（かなやま けんごう）

O-014 一般医家開業医における，潰瘍性大腸炎の生物学的製剤（Jak 阻害薬含む）の治療実態と予
後

（大森敏秀胃腸科クリニック）大森 敏秀（おおもり としひで）

O-015 潰瘍性大腸炎における血清グロブリン値の粘膜治癒のバイオマーカーとしての有用性
（愛媛大学医学部消化器・内分泌・代謝内科学）白石 佳奈（しらいし かな）

大腸 IBD，その他治療 14：20～15：10
座長：渡辺 憲治（兵庫医科大学炎症性腸疾患センター内科）
O-016 潰瘍性大腸炎に対する 5ASA 初回導入例における治療成績の検討

（札幌東徳洲会病院IBDセンター）庄司裕佳子（しょうじ ゆかこ）

O-017 当院での潰瘍性大腸炎における 5ASA 不耐の現状
（東京都立墨東病院消化器内科）田代 祥博（たしろ よしひろ）

O-018 チオプリン製剤代謝に影響を与える炎症性腸疾患治療薬の検討（第 3 報）
（福島県立医科大学会津医療センター小腸大腸肛門科学講座）愛澤 正人（あいざわ まさと）

O-019 潰瘍性大腸炎におけるタクロリムス療法の最適症例を考える
（岡山大学病院消化器内科）井川 翔子（いがわ しょうこ）

O-020 活動期潰瘍性大腸炎及び関連皮膚疾患に対する血球成分除去療法の検討
（順天堂大学医学部附属順天堂医院消化器内科）野村 収（のむら おさむ）

小腸 その他 15：10～16：00
座長：中村 哲也（獨協学園姫路医療系高等教育・研究機構先端医療研究センター）
O-021 クローン病患者の小腸粘膜障害と入院予測について LRG の有用性の検討

（綜合病院山口赤十字病院消化器内科）才木 琢登（さいき たくと）

O-022 NSAIDs 起因性小腸粘膜傷害に対するアセトアミノフェンの抑制作用メカニズムの検討
（ライオン株式会社研究開発本部薬品研究所）関 桂子（せき けいこ）

O-023 NSAIDs 起因性小腸傷害と細菌叢の関係性解明―アセトアミノフェンによる傷害抑制メカニ
ズム解明―

（ライオン株式会社研究開発本部先進解析科学研究所）會田 悠人（あいた ゆうと）
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O-024 骨格筋と内臓脂肪が抗 TNF-α 抗体投与後のクローン病に与える影響
（旭川医科大学内科学講座病態代謝・消化器・血液腫瘍制御内科学分野）

安藤 勝祥（あんどう かつよし）

O-025 クローン病関連死亡症例の検討
（兵庫医科大学炎症性腸疾患外科）池内 浩基（いけうち ひろき）

小腸 CD，治療 16：00～16：50
座長：大宮 直木（藤田医科大学先端光学診療学）
O-026 中等症から重症のクローン病患者に対するリサンキズマブ導入療法による早期臨床的寛解/改

善の効果：国際共同第 3 相導入療法試験（ADVANCE）
（札幌厚生病院IBDセンター）本谷 聡（もとや さとし）

O-027 中等症から重症のクローン病患者に対するリサンキズマブ導入療法による内視鏡的寛解/改善
の効果：国際共同第 3 相導入療法試験（ADVANCE）

（東京医科歯科大学消化器内科）藤井 俊光（ふじい としみつ）

O-028 クローン病患者の Patient-Reported Outcome に対するリサンキズマブの効果：国際共同第 3
相導入療法試験（ADVANCE）

（浜松医科大学内科学第一講座）杉本 健（すぎもと けん）

O-029 中等症から重症のクローン病患者に対するリサンキズマブ導入療法：国際共同第 3 相導入療
法試験（ADVANCE）における全体集団及び日本人部分集団の結果

（杏林大学医学部附属病院消化器内科）久松 理一（ひさまつ ただかず）

O-030 在宅中心静脈栄養療法導入したクローン病症例の特徴と問題点
（横浜市立市民病院炎症性腸疾患科）黒木 博介（くろき ひろすけ）

4 月 21 日（木）第 13会場

胆道内視鏡 1 9：00～9：50
座長：島谷 昌明（関西医科大学総合医療センター消化器肝臓内科）
O-031 複数回再発を来す総胆管結石症例の検討

（仙台市医療センター仙台オープン病院消化管・肝胆膵内科）宮本 和明（みやもと かずあき）

O-032 超高齢者の初回内視鏡的逆行性胆管造影検査における合併症に関するリスクファクターの検
討

（横浜市立大学消化器内科学）入江 邦泰（いりえ くにやす）

O-033 胆石性急性胆嚢炎に対する内視鏡的経乳頭胆嚢ドレナージ術における手技失敗因子に関する
検討

（聖マリアンナ医科大学消化器・肝臓内科）佐藤 純也（さとう じゅんや）

O-034 十二指腸乳頭部腫瘍に対する内視鏡的乳頭切除術施行後の経過観察に関する検討
（公益財団法人田附興風会医学研究所北野病院消化器内科）栗山 勝利（くりやま かつとし）
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O-035 先天性胆道拡張症における胆嚢管の特徴に関する検討
（山梨大学医学部附属病院第一外科）細村 直弘（ほそむら なおひろ）

胆道内視鏡 2 9：50～10：40
座長：竹中 完（近畿大学消化器内科）
O-036 当院における術後再建腸管例での胆道疾患における内視鏡治療の検討，EUS-BD の位置づけ

（香川大学医学部附属病院）河野 寿明（こうの としあき）

O-037 切除不能肝門部悪性胆道狭窄に対する re-intervention としての EUS-guided
hepaticogastrostomy の有用性

（豊橋市民病院消化器内科）鈴木 博貴（すずき ひろたか）

O-038 EUS-HGS において金属ステント留置前のバルーンカテーテルによる瘻孔拡張の有用性
（横浜市立大学附属病院肝胆膵消化器病学）八木 伸（やぎ しん）

O-039 プラスチックステントを用いた EUS-HGS における 0.018 インチガイドワイヤーの有用性と安
全性

（千葉大学医学部附属病院消化器内科）高橋 幸治（たかはし こうじ）

O-040 良性および切除可能悪性胆道・膵疾患における ERCP 困難例に対する EUS-rendezvous
ERCP の有用性

（埼玉医科大学総合医療センター消化器・肝臓内科）松原 三郎（まつばら さぶろう）

胆道閉塞 10：40～11：30
座長：河本 博文（川崎医科大学総合医療センター内科）
O-041 遠位悪性胆道狭窄症例における ENBD 留置下胆道ドレナージの意義

（広島大学病院消化器・代謝内科）中村 真也（なかむら しんや）

O-042 切除不能肝門部悪性胆道狭窄に対する Side by side 留置と Partial stent in stent 留置の比較検
討

（千葉大学医学部附属病院消化器内科）高橋 幸治（たかはし こうじ）

O-043 非切除遠位悪性胆道狭窄に対する編み込み型金属ステントの比較検討
（札幌医科大学腫瘍内科学講座）吉田 真誠（よしだ まこと）

O-044 胆管挿管困難例に対するストラテジー～プレカットによる克服～
（千葉大学医学部附属病院消化器内科）丸田四季子（まるた しきこ）

O-045 悪性胆管狭窄例における病理診断能の改善を目的とした胆汁セルブロック法
（岐阜市民病院消化器内科）大橋 洋祐（おおはし ようすけ）

総胆管結石 14：20～15：10
座長：岡部 義信（久留米大学医学部内科学講座消化器内科部門）
O-046 総胆管結石性胆管炎に対する一期的内視鏡治療の有用性と課題

（岐阜県総合医療センター消化器内科）丸田 明範（まるた あきのり）
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O-047 超高齢者総胆管結石性胆管炎に対する初回内視鏡的治療の安全性に関する検討
（JA岐阜厚生連岐北厚生病院消化器内科）馬淵 正敏（まぶち まさとし）

O-048 無症候性胆管結石の自然史と内視鏡治療成績
（東京大学大学院医学系研究科消化器内科/東京大学医学部附属病院光学医療診療部）

白田龍之介（はくた りゅうのすけ）

O-049 維持透析患者の内視鏡的胆管結石除去術における ERCP 後偶発症の検討
（横浜市立大学附属市民総合医療センター消化器病センター）西村 正基（にしむら まさき）

O-050 胆嚢結石合併総胆管結石に対する胆嚢摘出術前の胆管プラスチックステント留置は術前後の
胆管炎再発を予防しない

（磐田市立総合病院消化器内科）金子 淳一（かねこ じゅんいち）

胆道腫瘍 15：10～16：00
座長：井岡 達也（山口大学医学部附属病院）
O-051 進行胆道癌に対する Gemcitabine＋Cisplatin 療法と Gemcitabine＋Cisplatin＋S-1 療法の治療

成績
（石川県立中央病院消化器内科）辻 国広（つじ くにひろ）

O-052 当院で経験した消化器関連 irAE に関する臨床的検討
（加古川中央市民病院消化器内科）入江 洋介（いりえ ようすけ）

O-053 がん登録と DPC データに基づく 75 歳以上の高齢者胆道癌の検討：予後と化学療法の意義
（大阪国際がんセンター肝胆膵内科）平尾 建（ひらお たける）

O-054 膵胆道癌に対する粒子線治療後の臨床経過～治療成績から有害事象，胆道鏡所見まで～
（京都府立医科大学消化器内科）榊田 智喜（さかきだ ともき）

O-055 亜分類からみた肝内胆管癌の臨床病理学的所見と治療成績
（大阪市立大学大学院肝胆膵外科学）木下 正彦（きのした まさひこ）

胆道基礎 16：00～16：50
座長：廣岡 芳樹（藤田医科大学消化器内科）
O-056 胆管癌における天然由来ウロリチン A のオートファジー活性化を介した抗腫瘍効果の検討

（名古屋市立大学大学院医学研究科消化器代謝内科学）佐橋 秀典（さはし ひでのり）

O-057 オミクス解析による異時性胆道癌の病態解明および治療戦略
（東北大学大学院消化器外科学分野）青木 修一（あおき しゅういち）

O-058 胆管結石発症に関する腸内細菌叢の解析
（岡山大学病院消化器内科）松本 和幸（まつもと かずゆき）

O-059 原発性硬化性胆管炎の CD4＋T 細胞は疾患特異的な遺伝子発現プロファイルを呈する
（千葉大学医学部附属病院）大内 麻愉（おおうち まゆ）

O-060 胆道癌の早期診断における胆汁 liquid biopsy の有用性の検討
（千葉大学医学部附属病院消化器内科）三浦 義史（みうら よしふみ）
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4月 22 日（金）第 8会場

肝癌 1 9：00～9：50
座長：疋田 隼人（大阪大学大学院医学系研究科）
O-061 レンバチニブ投与例の予後予測における CRP とアルブミンによる inflammation-based

prognostic score の有用性―多施設共同研究―
（姫路赤十字病院内科）多田 俊史（ただ としふみ）

O-062 進行癌細胞癌に対するラジオ波焼灼療法先行アテゾズマブ・ベバシズマブ療法の忍容性の検
討と免疫学的解析

（金沢大学附属病院消化器内科）中河 秀俊（なかがわ ひでとし）

O-063 Atezolizumab+Bevacizumab 奏効予測因子としての好中球リンパ球比（NLR）を活用した肝
癌治療戦略の最適化

（京都大学消化器内科）恵荘 裕嗣（えそう ゆうじ）

O-064 抗 PD-L1 抗体による肝癌細胞増殖機構の解明
（久留米大学医学部内科学講座消化器内科部門/
久留米大学先端癌治療研究センター・肝癌部門）

田中 俊光（たなか としみつ）

O-065 転移を伴う肝細胞癌における Follistatin 変化による治療効果予測
（岡山大学病院消化器内科）足立 卓哉（あだち たくや）

肝癌 2 9：50～10：40
座長：波多野悦朗（京都大学肝胆膵・移植外科）
O-066 高度進行肝細胞癌に対する集学的アプローチ

（神戸大学大学院医学研究科外科学講座肝胆膵外科）小松 昇平（こまつ しょうへい）

O-067 高度脈管浸潤合併肝細胞癌に対する分子標的治療
（京都府立医科大学消化器内科）森口 理久（もりぐち みちひさ）

O-068 限局性肝癌に対する動体追尾定位放射線治療に必要な経皮経肝的マーカー留置術における
MRI Fusion imaging の有用性

（名古屋大学大学院医学系研究科消化器内科学）山本 健太（やまもと けんた）

O-069 演題取り下げ

O-070 局所凝固療法の併用による多数個の大腸癌肝転移に対する conversion surgery の適応拡大
（山鹿市民医療センター外科）原 淑大（はら よしひろ）
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肝癌 3 10：40～11：40
座長：鈴木 文孝（虎の門病院肝臓センター）
O-071 切除不能肝細胞癌に対するアテゾリズマブ・ベバシズマブ併用療法の有効性と安全性に関す

る検討
（奈良県総合医療センター消化器内科）賀屋 大介（かや だいすけ）

O-072 切除不能肝細胞癌に対するアテゾリツマブ＋ベバシズマブ併用療法の初期治療経験
（日本医科大学消化器内科学）中村 拳（なかむら けん）

O-073 進行肝細胞癌に対するアテゾリズマブ・ベバシズマブ併用療法
（札幌厚生病院消化器内科（肝臓内科））荒川 智宏（あらかわ ともひろ）

O-074 切除不能肝細胞癌に対するアテゾリズマブ+ベバシズマブ併用療法における治療効果関連因
子の検討

（広島大学病院消化器・代謝内科）安藤 雄和（あんどう ゆうわ）

O-075 切除不能肝細胞癌に対する Atezolizumab/Bevacizumab 併用療法に関する治療奏功因子の検
討

（岡山大学病院消化器内科）豊澤 惇希（とよさわ じゅんき）

O-076 進行肝細胞癌に対するアテゾリズマブ＋ベバシズマブ PD 後のラムシルマブの有効性と安全
性

（藤田医科大学消化器内科）葛谷 貞二（くずや ていじ）

4 月 22 日（金）第 9会場

肝硬変 1 9：00～9：50
座長：清水 雅仁（岐阜大学大学院消化器内科学）
O-077 門脈側副血行路の発達の有無は肝硬変による門脈血栓症の自然経過に影響する

（名古屋大学大学院医学系研究科消化器内科学）横山 晋也（よこやま しんや）

O-078 BRTO が肝予備能と門脈径に与える影響についての検討
（松山赤十字病院肝胆膵内科）矢野 怜（やの りょう）

O-079 長期成績からみた孤立性胃静脈瘤に対する BRTO の有用性
（関西医科大学附属病院内科学第三講座（消化器肝臓内科））高橋 悠（たかはし ゆう）

O-080 当院症例の変遷からみる静脈瘤破裂の今後
（岐阜大学医学部消化器病態学）高田 淳（たかだ じゅん）

O-081 肝硬変における血液レオロジー特性の検討
（大阪鉄道病院消化器内科）石破 博（いしば ひろし）
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肝硬変 2 9：50～10：40
座長：岩佐 元雄（三重大学消化器・肝臓内科）
O-082 サルコペニア診断における新規骨格筋測定法の可能性

（近畿大学病院消化器内科）山﨑 友裕（やまざき ともひろ）

O-083 肝硬変ラットの骨格筋萎縮に対する Rifaximin と L-carnitine 併用効果の検討
（奈良県立医科大学消化器代謝内科）村田 晃児（むらた こうじ）

O-084 肝性浮腫・腹水例におけるアルブミン単独先行静注による Tolvaptan 治療の奏効率改善効
果―propensity score matching 解析―

（武蔵野赤十字病院消化器科）延澤 翼（のぶさわ つばさ）

O-085 慢性肝疾患に合併する難治性皮膚掻痒症にはナルフラフィンの早期導入が有効的である
（日本医科大学付属病院消化器・肝臓内科）河野 惟道（かわの ただみち）

O-086 肝性浮腫に対するトルバプタンの使用状況とガイドラインの検証
（日本医科大学付属病院消化器肝臓内科）北村 倫香（きたむら みちか）

肝硬変 3 10：40～11：30
座長：高見 太郎（山口大学大学院医学系研究科消化器内科学）
O-087 肝硬変患者における L-カルニチン長期投与による生命予後と安全性についての検討

（武蔵野赤十字病院消化器科）松本 浩明（まつもと ひろあき）

O-088 従来治療に対する rifaximin の上乗せ効果
（武蔵野赤十字病院消化器科）早川 優香（はやかわ ゆか）

O-089 非代償性肝硬変に伴う治療抵抗性皮膚掻痒症に対するナローバンド UVB 療法
（京都大学消化器内科）恵荘 裕嗣（えそう ゆうじ）

O-090 亜鉛補充と肝疾患の関係
（九州ガンセンター消化器肝胆膵内科）杉本 理恵（すぎもと りえ）

O-091 ウイルソン病における亜鉛治療の役割
（産業医科大学第3内科学）大江 晋司（おおえ しんじ）

4 月 22 日（金）第 11会場

C型肝炎 9：00～10：00
座長：井戸 章雄（鹿児島大学大学院消化器疾患・生活習慣病学）
O-092 多種類の DAAs 療法に不応であった C 型慢性肝炎の 1 例

（松下記念病院消化器内科）長尾 泰孝（ながお やすゆき）

O-093 C 型慢性肝炎治癒後における HCV 特異的液性免疫反応の動態変化
（大阪大学大学院医学系研究科消化器内科）西尾 啓（にしお あきら）
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O-094 抗ウイルス治療と C 型慢性肝炎及び肝硬変の予後について
（広島市立安佐市民病院消化器内科）本田 洋士（ほんだ ようじ）

O-095 C 型肝炎ウイルス排除後に肝細胞癌を発症した症例における肝硬度測定の有用性
（獨協医科大学埼玉医療センター消化器内科）行徳 芳則（ぎょうとく よしのり）

O-096 C 型肝炎患者における DAA 治療後の SVR 後肝発癌を予測する new formula の有用性
（日本医科大学千葉北総病院消化器内科）吉田 祐士（よしだ ゆうじ）

O-097 DAA における SVR 後発癌予測における ADRES score の有用性-多施設共同研究
（姫路赤十字病院）松尾 優（まつお ゆう）

B型肝炎 10：00～10：50
座長：保坂 哲也（虎の門病院肝臓センター）
O-098 B 型慢性肝炎患者における ETV から TAF への切り替えの検討：多施設共同ランダム化前向

き比較試験
（東北大学病院消化器内科）佐藤 公亮（さとう こうすけ）

O-099 B 型慢性肝疾患に対する核酸アナログ製剤効果と肝発癌因子―多施設共同研究―
（武蔵野赤十字病院消化器科/全国赤十字病院肝疾患ネットワーク）金子 俊（かねこ しゅん）

O-100 HBV 関連の肝発がんに関する検討
（兵庫医科大学肝胆膵内科）榎本 平之（えのもと ひらゆき）

O-101 核酸アナログ治療によるウイルス制御下における慢性 B 型肝疾患の長期的な発癌リスクの検
討

（関西医科大学消化器肝臓内科）山口 隆志（やまぐち たかし）

O-102 iTACT 法による高感度 HBcr 抗原測定の臨床的意義の検討
（札幌厚生病院肝臓内科）中島 知明（なかじま ともあき）

B型肝炎/C型肝炎 10：50～11：40
座長：中川 美奈（東京医科歯科大学統合教育機構）
O-103 TAF 療法中の HB コア関連抗原量の動態に関する検討

（日本医科大学付属病院消化器・肝臓内科）糸川 典夫（いとかわ のりお）

O-104 当院におけるテノホビルアラフェナミドの治療効果と安全性の検討
（広島大学病院消化器・代謝内科）小坂 正成（こさか まさなり）

O-105 ステロイド製剤投与例における HBV 再活性化発生状況の検討
（福井県済生会病院内科）野ツ俣和夫（のつまた かずお）

O-106 当院における C 型慢性肝疾患に対する DAA 治療の長期予後に関する検討～Markov model
による予後予測～

（福井県立病院消化器内科）砂子阪 肇（すなござか はじめ）

O-107 C 型肝硬変症における脾機能亢進症に対する直接作用型抗ウイルス薬の影響
（富山大学医学部第三内科）田尻 和人（たじり かずと）
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肝癌 4 14：20～15：20
座長：中川 勇人（三重大学大学院医学系研究科消化器内科学）
O-108 進行性肝細胞癌に対する分子標的治療薬開始後早期の体組成の無症候性変化についての検討

（名古屋大学大学院医学系研究科消化器内科学）山本 崇文（やまもと たかふみ）

O-109 切除不能進行肝細胞癌のレンバチニブ治療における体組成評価（生体インピーダンス法）の
有用性

（広島大学病院消化器・代謝内科）山岡 賢治（やまおか けんじ）

O-110 80 歳以上の高齢肝細胞癌患者の患者背景と予後
（群馬県済生会前橋病院消化器内科/RELPEC study group）畑中 健（はたなか たけし）

O-111 HCC 患者における viral/non-viral 群の予後因子解析
（山口大学大学院医学系研究科消化器内科）山内由里佳（やまうち ゆりか）

O-112 Intermediate stage HCC に対する適切な肝動脈化学塞栓術から分子標的治療へのシークエン
ス

（熊本大学病院消化器内科）徳永 尭之（とくなが たかゆき）

O-113 当院で行った肝癌に対するマイクロ波アブレーション療法の検討
（姫路赤十字病院内科）須江 真彦（すえ まさひこ）

肝癌 5 15：20～16：10
座長：平松 直樹（大阪労災病院消化器内科）
O-114 Intermediate stage 肝細胞癌に対するレンバチニブ導入後 on demand TACE の有用性

（埼玉医科大学消化器内科・肝臓内科）藤井 庸平（ふじい ようへい）

O-115 進行肝細胞癌に対するレンバチニブの有効性と安全性に関する検討―多施設共同研究―
（奈良県立医科大学消化器・代謝内科）竹田 惣一（たけだ そういち）

O-116 進行肝細胞癌治療におけるレンバチニブ長期継続のためのマネージメント
（千葉大学大学院医学研究院消化器内科学）渡部 太郎（わたべ たろう）

O-117 レンバチニブ投与例における inflammation-based prognostic system の予後予測における有用
性―多施設共同研究―

（姫路赤十字病院内科）齊藤 郁美（さいとう いくみ）

O-118 当院における進行肝細胞癌に対するカボザンチニブ投与の特徴
（千葉大学大学院医学研究院消化器内科学）吉埜 稜平（よしの りょうへい）

NAFLD 1 16：10～17：00
座長：角田 圭雄（愛知医科大学肝胆膵内科）
O-119 アジア人非アルコール性脂肪性肝疾患におけるメタボリック因子による非侵襲的線維化マー

カー診断能の変化
（名古屋大学医学部附属病院消化器内科）伊藤 隆徳（いとう たかのり）
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O-120 MR Elastography（MRE）と PDFF による MAFLD の予後解析
（名寄市立総合病院消化器内科）鈴木 康秋（すずき やすあき）

O-121 NASH への病態進展には HDL 機能の代償的亢進が関連する
（信州大学消化器内科）若林 俊一（わかばやし しゅんいち）

O-122 リソソーム膜異常をもたらすヒドロキシノネナールに着目した NAFLD の病態解明
（金沢大学附属病院消化器内科）清家 拓哉（せいけ たくや）

O-123 骨格筋の p62 は筋-肝連関を介して脂肪性肝炎の炎症・線維化を抑制する
（筑波大学大学院人間総合科学学術院）三浦 征（みうら いくる）

4 月 22 日（金）第 12会場

胃 ヘリコバクターピロリ，FD 9：00～9：50
座長：古田 隆久（浜松医科大学医学部附属病院臨床研究センター）
O-124 酸分泌抑制による消化管内分泌及び胃排出能の変化に関する検討

（大阪医科薬科大学内科学II）太田 和寛（おおた かずひろ）

O-125 Covid-19 パンデミック禍における FD 患者および膵酵素異常を伴う FD 患者の症状増悪に関
する疫学調査

（日本医科大学武蔵小杉病院消化器内科）山本真梨子（やまもと まりこ）

O-126 ヘリコバクターピロリ未感染予測式による未感染診断精度の妥当性の検討
（筑波大学附属病院つくば予防医学研究センター）高山 敬子（たかやま たかこ）

O-127 生物化学発光法を用いた新規便中抗原測定キットの診断精度の検討
（弘前大学大学院医学研究科消化器血液内科学講座）安田 耕平（やすだ こうへい）

O-128 尿素呼気試験のカットオフ値境界域における偽陽性率についての検討
（愛知医科大学病院）足立 和規（あだち かずのり）

胃 ESD，診断 9：50～10：40
座長：永原 章仁（順天堂大学消化器内科）
O-129 消化管病変における Texture and Color Enhancement Imaging 内視鏡（TXI）の有用性～上

部消化管を中心に～
（関西医科大学内科学第三講座）田原 智満（たはら ともみつ）

O-130 高齢者に対する内視鏡的胃粘膜下層剥離術の偶発症における予後予測因子の検討
（札幌医科大学消化器内科学講座）三宅 高和（みやけ たかかず）

O-131 胃 ESD 後 electrocoagulation syndrome の臨床的特徴
（滋賀医科大学医学部附属病院光学医療診療部）木村 英憲（きむら ひでのり）

O-132 胃癌の早期発見を目的とした血漿バイオマーカーの検討
（東京医科大学病院消化器内科）松本 泰輔（まつもと たいすけ）
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O-133 胃底腺型胃癌の Helicobacter pylori 感染状況による臨床病理学的特徴
（京都府立医科大学消化器内科）福井 勇人（ふくい はやと）

胃 その他 10：40～11：30
座長：鈴木 秀和（東海大学医学部消化器内科）
O-134 自己免疫性胃炎における Type1-胃 NET の関連因子と予後

（広島市立広島市民病院内科）宮原 孝治（みやはら こうじ）

O-135 当院にて経験した A 型胃炎の検討
（愛知医科大学病院消化管内科）海老 正秀（えび まさひで）

O-136 胃内環境と発がんの関係についての検討
（武蔵野赤十字病院消化器科）田中 雄紀（たなか ゆうき）

O-137 上部消化管 ESD 施行時の静脈麻酔における老化の影響
（KKR札幌医療センター）関 英幸（せき ひでゆき）

O-138 当院における家族性大腸腺腫症患者に伴う十二指腸非乳頭部腫瘍の診療実態
（長崎大学病院消化器内科）平 光寿（ひら みつひさ）

食道 1 アカラシア，内視処理 14：20～15：10
座長：磯本 一（鳥取大学医学部消化器腎臓内科学）
O-139 POEM および筋層生検を行った食道アカラシアについての検討

（弘前大学大学院医学研究科消化器血液内科学講座）貝塚 尚俊（かいづか まさとし）

O-140 POEM 技術困難症例を予測するリスクスコアリングシステムの造設と検証
（神戸大学医学部附属病院消化器内科）中井 達也（なかい たつや）

O-141 食道アカラシアにおける下部食道括約筋におけるトランスクリプトーム解析
（鳥取大学医学部附属病院消化器・腎臓内科学分野）坂口 琢紀（さかぐち たくき）

O-142 Starlet を用いた座位での食道内圧検査の検討
（日本医科大学付属病院）星川 吉正（ほしかわ よしまさ）

O-143 Zenker 憩室に対する軟性内視鏡的憩室隔壁切開術の治療成績～先進医療承認後も含めて～
（独立行政法人国立病院機構呉医療センター・中国がんセンター消化器内科）

田丸 弓弦（たまる ゆづる）

食道 2 GERD，癌 15：10～16：00
座長：河合 隆（東京医科大学消化器内視鏡学）
O-144 GERD における EGJ バリア機能の新しい評価指標

（国立国際医療研究センター病院消化器内科）山田恵利香（やまだ えりか）

O-145 GERD 所見を伴う食道静脈瘤 EIS 後の肝硬変患者における PPI・PCAB 長期内服の臨床的意
義の検討

（武蔵野赤十字病院消化器科）稲田 賢人（いなだ けんと）
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O-146 進行食道癌において PPI が化学療法の効果に与える影響：基礎的・臨床的検討
（京都府立医科大学消化器内科学講座/京都中部総合医療センター）

松村 晋矢（まつむら しんや）

O-147 胃全摘術後逆流性食道炎ラットモデルにおける胆汁と膵液の影響
（三田市民病院救急）橋本 直樹（はしもと なおき）

O-148 食道扁平上皮癌患者の背景食道非腫瘍粘膜におけるアルコール曝露後の NRF2 標的遺伝子発
現低下

（東北大学消化器病態学分野）外田 修裕（とだ しゅうすけ）

大腸 IBD他 16：00～16：50
座長：小林 拓（北里大学北里研究所病院炎症性腸疾患先進治療センター）
O-149 低亜鉛血症を伴う炎症性腸疾患患者に対する亜鉛製剤投与の検討

（刈谷豊田総合病院消化器内科）久野 剛史（くの たけし）

O-150 演題取り下げ

O-151 クローン病の難治性直腸肛門病変に対する直腸切断術の術後長期経過
（横浜市立市民病院炎症性腸疾患科）小金井一隆（こがねい かずたか）

O-152 Japan COVID-19 Survey and Questionnaire in inflammatory bowel disease（J-DESIRE）
（札幌医科大学医学部消化器内科学講座）我妻 康平（わがつま こうへい）

O-153 臨床的寛解期にある IBD 患者の日常生活における困難感の実態
（東京医科歯科大学保健衛生学研究科）田中 真琴（たなか まこと）

4 月 22 日（金）第 13会場

膵 EUS 9：00～10：00
座長：原 和生（愛知県がんセンター病院消化器内科）
O-154 超音波内視鏡における新規ドプラ診断法 EUS-DFI を用いた膵癌血流診断

（横浜市立大学附属市民総合医療センター）三輪 治生（みわ はるお）

O-155 膵腫瘤性病変に対する新規組織針 SharkCore を用いた EUS-FNA での ROSE と MOSE の診
断能の比較検討

（大阪医科薬科大学内科学II）西岡 伸（にしおか のぶ）

O-156 自己免疫性膵炎診断における EUS-FNA の有用性
（岐阜市民病院消化器内科）岩田 翔太（いわた しょうた）

O-157 膵神経内分泌腫瘍の grading における EUS-FNA の有用性
（千葉大学医学部附属病院消化器内科）高橋 幸治（たかはし こうじ）

O-158 EUS-FNA が潜在性腹膜播種のない切除可能および切除可能境界膵癌の予後に及ぼす影響
（関西医科大学内科学第三講座）髙折 綾香（たかおり あやか）
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O-159 膵嚢胞以外の膿瘍に対する EUS 下ドレナージ術の有用性と安全性の検討
（川崎医科大学総合内科学2（消化器内科））谷川 朋弘（たにかわ ともひろ）

膵 基礎研究 10：00～10：40
座長：清水 京子（新宿三井ビルクリニック）
O-160 膵神経内分泌腫瘍における MGMT 発現解析および STZ ベースレジメンに対する治療効果へ

の影響
（東京医科歯科大学医学部附属病院肝胆膵外科）八木 宏平（やぎ こうへい）

O-161 内視鏡的経鼻膵管ドレナージによる膵液を用いた膵疾患における miRNA のメチル化異常の
検討

（金沢大学附属病院がんセンター）大坪公士郎（おおつぼ こうしろう）

O-162 炎症制御分子 Regnase-1 を介した膵癌発症・進展機構の解明
（大阪大学大学院医学系研究科消化器内科学）岡部 純弥（おかべ じゅんや）

O-163 膵癌微小環境においてケモカイン受容体 CCR2 はマクロファージによる腫瘍促進に寄与す
る―膵癌マウスモデルを用いた検討―

（東京大学大学院医学系研究科消化器内科学）木村 元（きむら げん）

膵炎 10：40～11：40
座長：内田 一茂（高知大学医学部消化器内科学）
O-164 重症急性膵炎後 Walled-off necrosis の経過に対する抗菌薬投与の影響

（新潟大学大学院医歯学総合研究科消化器内科学分野）五十嵐 聡（いからし さとし）

O-165 顎下腺エコー所見を用いた IgG4 関連胆膵疾患の非侵襲的診断能向上の試み
（山梨大学医学部附属病院消化器内科）島村 成樹（しまむら なるき）

O-166 自己免疫性膵炎寛解導入における低用量ステロイド療法の有用性の検討
（大阪大学大学院医学系研究科消化器内科学）重川 稔（しげかわ みのる）

O-167 慢性膵炎患者の脂質摂取状況に関する検討
（東北大学大学院医学系研究科消化器病態学）菊田 和宏（きくた かずひろ）

O-168 当院における膵石症に対する体外衝撃波結石破砕療法（ESWL）の治療成績と治療効果に関
連する因子の検討

（信州大学医学部附属病院消化器内科）近藤 翔平（こんどう しょうへい）

O-169 当院における膵石治療の現状
（鳥取大学医学部附属病院）孝田 博輝（こうだ ひろき）

NAFLD 2 14：20～15：00
座長：芥田 憲夫（虎の門病院肝臓内科）
O-170 糖尿病合併のない NAFLD のリスクファクターは何か：NAFLD1375 例の検討から

（KKR高松病院消化器内科）龍田 美和（たつた みわ）
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O-171 2 型糖尿病合併 NAFLD 患者における SGLT2 阻害薬/経口 GLP-1 受容体作動薬の肝病態改善
効果の検証

（日本医科大学付属病院消化器肝臓内科）新井 泰央（あらい てあん）

O-172 高脂血症合併 NAFLD 患者に対するペマフィブラートの肝病態に与える影響の検討
（日本医科大学多摩永山病院）大野 弘貴（おおの ひろき）

O-173 NASH 手帳を利用した NAFLD 患者への生活指導の効果
（大阪府済生会吹田病院消化器内科）島 俊英（しま としひで）

肝 バイオマーカー 15：00～15：40
座長：本多 政夫（金沢大学大学院医薬保健学総合研究科病態検査学講座）
O-174 凝固波形解析（CWA）による消化器癌患者の凝固能の評価

（三重県立総合医療センター消化器内科）小林 真悠（こばやし まゆ）

O-175 リンパ球関連栄養マーカーは門脈圧亢進症合併肝硬変の予後を反映する
（福井大学医学系部門内科学（2）分野）山本 有紗（やまもと ありさ）

O-176 原発性胆汁性胆管炎における血清 Mannose Receptor の合併症発症予測因子としての有用性
（奈良県立医科大学消化器・代謝内科）藤永 幸久（ふじなが ゆきひさ）

O-177 肝線維化とリゾホスファチジン酸との関連性
（島根大学医学部附属病院肝臓内科）飛田 博史（とびた ひろし）

肝 その他 15：40～16：30
座長：中西 裕之（武蔵野赤十字病院消化器科）
O-178 SARS-CoV-2 L452 変異型では従来型と比較して下痢症状の頻度が高い可能性がある

（医療法人堀井医院）堀井 孝容（ほりい たかひろ）

O-179 COVID-19 治療に伴い発症した単純ヘルペス肝炎による急性肝不全の一例
（神戸市立西神戸医療センター消化器内科）尾下 真実（おした まなみ）

O-180 腹腔動脈・上腸間膜動脈周囲の脂肪織濃度上昇が診断の契機となった内臓播種性水痘・帯状
疱疹ウイルス感染症の 1 例

（神鋼記念病院消化器内科）小川 健仁（おがわ けんと）

O-181 原因不明の門脈圧亢進症の経過中に de novo 急性骨髄性白血病を発症した一例
（鳥取大学医学部附属病院消化器内科）木原 琢也（きはら たくや）

O-182 遺伝性高 AFP 血症と診断され，遺伝子解析を行った 1 家系の報告
（福井赤十字病院消化器内科）里見 聡子（さとみ さとこ）
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4月 23 日（土）第 11会場

大腸癌 ope，chemo 9：00～9：50
座長：野村 幸世（東京大学大学院医学系研究科消化管外科）
O-183 当院における免疫チェックポイント阻害剤関連腸炎の臨床的特徴

（愛媛県立中央病院消化器内科）川村 智恵（かわむら ともえ）

O-184 がんサルコペニアにおける腸内細菌叢の関与とそれを標的とした治療戦略
（京都府立医科大学消化器内科）榊田 智喜（さかきだ ともき）

O-185 切除不能進行大腸癌に対して初回化学療法の違いにより生存期間に影響を及ぼす因子の臨床
疫学的検討

（日本赤十字社和歌山医療センター消化器内科）梅村壮一郎（うめむら そういちろう）

O-186 切除不能大腸癌の二次治療中 FOLFIRI+Bev から FOLFIRI+Ram への変更によって腫瘍は縮
小するか？

（倉敷中央病院腫瘍内科/倉敷中央病院外科）仁科 慎一（にしな しんいち）

O-187 直腸 NEN におけるリンパ節転移の予測因子
（東京大学腫瘍外科）江本 成伸（えもと しげのぶ）

大腸 その他 憩室他 9：50～10：40
座長：藤森 俊二（日本医科大学千葉北総病院消化器内科）
O-188 当院における大腸憩室炎の臨床的検討

（東海大学医学部付属八王子病院消化器内科）荻原 直樹（おぎわら なおき）

O-189 市中病院における大腸憩室出血治療の現況
（市立伊丹病院消化器内科）松島 健祐（まつしま けんすけ）

O-190 大腸カプセル内視鏡を用いた大腸憩室症の病態の検討
（愛晋会中江病院内視鏡治療センター）中路幸之助（なかじ こうのすけ）

O-191 Clostridiodes difficile 感染症の再発リスク因子と治療に関する検討
（岐阜県立多治見病院）蓑輪 彬久（みのわ あきひさ）

O-192 下部消化管内視鏡による好酸球性胃腸炎診断の検討
（国立病院機構金沢医療センター）朝日向良朗（あさひな よしろう）

胃癌 chemo，ope 10：40～11：40
座長：小寺 泰弘（名古屋大学大学院医学系研究科消化器外科学）
O-193 当院における切除不能進行・再発胃癌に対する Nivolumab の検討

（山梨大学医学部第一外科）赤池 英憲（あかいけ ひでのり）

O-194 腎機能低下を伴う切除不能進行・再発胃癌に対する S-1+Oxaliplatin 療法の治療成績
（石川県立中央病院消化器内科）宮島 沙織（みやじま さおり）
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O-195 進行胃癌に対するパクリタキセル/ナブパクリタキセル+ラムシルマブ療法における早期好中
球減少のリスク因子の検討

（筑波大学附属病院消化器内科）萩原 悠也（はぎわら ゆうや）

O-196 噴門側胃切除における術後血糖変動の検討
（山梨大学第一外科）庄田 勝俊（しょうだ かつとし）

O-197 胃癌における宿主因子と腫瘍因子の生存転帰予測能の特徴
（静岡県立静岡がんセンター，胃外科）坂東 悦郎（ばんどう えつろう）

O-198 80 歳以上の高齢者における胃癌手術症例の検討
（山梨大学医学部第1外科）河口 賀彦（かわぐち よしひこ）

4 月 23 日（土）第 12会場

大腸 IBD，治験 13：50～14：40
座長：長沼 誠（関西医科大学内科学第三講座）
O-199 日本人を含む潰瘍性大腸炎患者を対象としたミリキズマブ第 II 相試験の 104 週時の有効性及

び安全性
（東邦大学医療センター佐倉病院消化器内科）松岡 克善（まつおか かつよし）

O-200 AJM300 再投与時の有効性と安全性の検討：中等症活動期潰瘍性大腸炎患者に対するプラセ
ボ対照試験

（東邦大学医療センター佐倉病院消化器内科）松岡 克善（まつおか かつよし）

O-201 日本人部分集団解析を含む中等症から重症の活動性潰瘍性大腸炎患者におけるウパダシチニ
ブによる早期症状コントロールの検討

（辻中病院柏の葉消化器内科・IBDセンター）竹内 健（たけうち けん）

O-202 日本人部分集団解析を含む中等症から重症の活動性潰瘍性大腸炎に対する Bio-IR の状態別の
ウパダシチニブでの導入療法の有効性の検討

（名古屋市立大学大学院医学研究科消化器・代謝内科学）谷田 諭史（たにだ さとし）

O-203 中等症から重症の活動性潰瘍性大腸炎患者におけるウパダシチニブ導入療法の有効性及び安
全性：全体集団及び日本人集団の結果

（札幌医科大学医学部消化器内科学講座）仲瀬 裕志（なかせ ひろし）

大腸 IBD，マーカー 14：40～15：30
座長：加藤 順（千葉大学消化器内科）
O-204 潰瘍性大腸炎（UC）再燃予測における便中カルプロテクチン（Fcal）の有用性の検討

（東京都済生会中央病院消化器内科/東京都済生会中央病院腫瘍内科）関 彩千子（せき さちこ）

O-205 当院におけるロイシンリッチ α2 グリコプロテイン（LRG）の有用性についての検討
（札幌医科大学医学部消化器内科学講座）風間 友江（かざま ともえ）

O-206 演題取り下げ
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O-207 内視鏡的粘膜治癒の予測における便潜血とロイシンリッチ α2 グリコプロテインの上乗せ効
果の検討

（東京女子医科大学消化器内科）大森 鉄平（おおもり てっぺい）

O-208 炎症性腸疾患における Leucine-rich Alpha-2 Glycoprotein（LRG）の実臨床データの検討
（秋田大学医学部附属病院第一内科）吉田 樹（よしだ たつき）

4 月 23 日（土）第 13会場

膵 IPMN 9：00～9：50
座長：窪田 賢輔（横浜市立大学附属病院内視鏡センター）
O-209 IPMN 良悪性診断における合成セクレチン負荷膵液細胞診の有用性

（鳥取大学医学部附属病院消化器・腎臓内科）武田 洋平（たけだ ようへい）

O-210 IPMN 手術適応における画像診断の役割
（広島大学病院消化器・代謝内科）清下 裕介（きよした ゆうすけ）

O-211 IPMN 手術例における，悪性 IPMN 診断能に関する検討
（大阪市立総合医療センター消化器内科）八木 聡一（やぎ そういち）

O-212 Worrisome feature と High-risk stigmata のない分枝型 IPMN の長期成績の検討
（岡山大学病院消化器内科）山崎 辰洋（やまざき たつひろ）

O-213 IPMN の癌化，再発予測における術前 C-reactive protein/albumin ratio（CAR）の意義
（大阪市立大学大学院医学研究科消化器内科学）丸山 紘嗣（まるやま ひろつぐ）

膵癌 早期診断 9：50～10：40
座長：菅野 敦（自治医科大学消化器肝臓内科）
O-214 自己免疫性膵炎は膵癌の危険因子か？

（広島大学病院消化器・代謝内科）石井 康隆（いしい やすたか）

O-215 ガイドラインに基づいた膵癌早期発見のためのスコアリングシステムの改変と早期癌診断率
の向上

（大分三愛メディカルセンター消化器内科/大分大学大学院医学系研究科）
佐上 亮太（さがみ りょうた）

O-216 単純 CT で検出された限局性膵萎縮所見と膵癌発症に関する後方視的検討
（東京慈恵会医科大学内科学講座消化器・肝臓内科）木下 勇次（きのした ゆうじ）

O-217 IPMN 併存膵癌サーベイランスとしての，背景膵実質に対する経腹超音波を用いた膵硬度測定
の意義

（兵庫医科大学病院肝胆膵内科）中野 遼太（なかの りょうた）

O-218 深層学習を用いた造影超音波内視鏡画像に対する膵腫瘍自動抽出の検討
（岐阜大学医学部附属病院第一内科）岩佐 悠平（いわさ ゆうへい）
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膵癌 手術 10：40～11：30
座長：宮下 知治（金沢医科大学一般・消化器外科）
O-219 早期膵癌（Stage 0/IA）の診断と治療戦略：外科医の視点から

（神戸大学医学部附属病院肝胆膵外科）浅利 貞毅（あさり さだき）

O-220 切除可能膵癌に対する術前治療の有用性の検討
（慶應義塾大学病院）上村 翔（うえむら しよう）

O-221 膵手術後患者における低亜鉛血症の検討
（近畿大学医学部外科）登 千穂子（のぼり ちほこ）

O-222 膵全摘術後長期生存症例における栄養状態・血糖コントロール
（東北大学消化器外科学）伊関 雅裕（いせき まさひろ）

O-223 当院における膵神経内分泌腫瘍の手術治療の課題
（藤田医科大学消化器内科）中岡 和徳（なかおか かずのり）

膵癌 切除不能 13：50～14：40
座長：笹平 直樹（がん研究会有明病院肝胆膵内科）
O-224 進行膵癌患者に対する成分栄養剤による栄養療法の意義

（岐阜大学医学部附属病院第一内科）上村 真也（うえむら しんや）

O-225 外科的切除が困難な膵癌患者の予後予測における ALBI スコアの有用性
（愛媛県立中央病院）植木秀太朗（うえき ひでたろう）

O-226 高齢者機能評価 G8 を用いた高齢者膵癌に対する化学療法適応の検討
（市立甲府病院消化器内科）門倉 信（かどくら まこと）

O-227 腹膜播種を有する膵癌に対するゲムシタビン＋ナブパクリタキセル療法の治療成績
（国立がん研究センター東病院肝胆膵内科）井上 佳苗（いのうえ かなえ）

O-228 当院における膵癌に対する放射線療法の現状
（兵庫医科大学肝胆膵内科）太田 匠悟（おおた しょうご）

膵 ERCP 14：40～15：20
座長：向井 強（金沢医科大学消化器内視鏡学）
O-229 膵癌術前の悪性胆道狭窄に対する内視鏡的胆道ドレナージ治療戦略

（神戸市立医療センター中央市民病院消化器内科）秋山 慎介（あきやま しんすけ）

O-230 術前 CT 画像を用いた膵体積・膵内脂肪測定による ERCP 後膵炎の発症リスク予測
（滋賀医科大学消化器内科）新谷 修平（しんたに しゅうへい）

O-231 連続膵液吸引細胞診における ERCP 後膵炎に関する危険因子の検討
（大阪市立大学大学院医学研究科消化器内科学）垣谷（石川）有紀（かきや ゆき）

O-232 肥満は急性膵炎の重症化に関連するか？―ERCP 後膵炎を対象とした検討―
（関西医科大学附属病院消化器肝臓内科）池浦 司（いけうら つかさ）


